平成２８年度　第４回河原地域振興会議（京都市北部クリーンセンター視察）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　　平成２８年８月３０日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前８時３０分～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所　　京都市北部クリーンセンター
〔出席委員〕

竹田　賢一、小谷　加代子、竹内　和義、楮原　典子、倉信　敬、竹内　文彦、

坂本　悦子、安木　均、安養寺　幸男　以上９名

〔欠席委員〕

河毛　寛、渡邉　初子、奥谷　仁美　以上３名
〔東部広域行政管理組合〕

田中事務局長、遠藤課長、東田調整官
〔事務局〕

窪田支所長、西尾副支所長、前田地域振興課課長補佐

会議次第
１　開　会
２　会長あいさつ
３　視　　察
（１）京都市北部クリーンセンター視察【資料1】
４　その他
（1） 美術館キャラバンについて【資料2】
（2） その他
５　閉　　会

議事概要
会長あいさつ

今日は、第４回の河原地域振興会議という事で、東部広域行政管理組合のお世話で京都市北部のクリーンセンターの視察をする。欠席者が３名あるが、以前に同じ施設を視察されている。

東部広域行政管理組合事務局長、課長あいさつ
先般８月１日に国英地区公民館において、関係市町村と国英地区全集落との間で、可燃物処理施設整備事業に伴う基本協定を締結した。今日、視察する京都市北部クリーンセンターは、1日当たり400ｔの処理能力がありストーカー方式を取り入れており、今度国英地区に建設予定の処理場は240ｔで同じストーカー方式を予定している。施設を地域振興会議の皆さんにも見ていただき、今以上にご支援、ご協力をお願いしたい。
美術館キャラバンについて
本来なら、文化交流課の職員が出向いて説明を行う所だが、今回は視察のため、変わって課長の方で【資料２】に基づいて説明。
京都市北部クリーンセンターに到着し、ステージビューシアターの部屋に通され、ごみ処理の作業工程をレジメのとおり職員より説明【資料１】を受けた。ほとんどが制御室で機械をコントロールして処理されているが、再資源化施設の初期工程の不適物の分別に関しては、手作業で行われている。夏には、匂いもあり、なかなか大変な作業のようである。この施設は１０年前に建築され、周りは山に囲まれていて、敷地の面積は約9.5Haで、建設面積は12,000㎡である。この施設から30mしか離れていないところに民家があったり、1kｍ先には学校もあり、当初は、収集車の音がうるさかったり、汚水がこぼれたりしているというような苦情を受けたこともある。

北部クリーンセンターは最新の技術を導入して、環境への負荷を軽減して、市民の安心・安全を確保するために廃棄物の適正な処理を行っている。ダイオキシン類等有害物質は、基準値よりはるかに下回っているものの、ダイオキシン類等有害物質の検査が定期的にされており、それについての地元住民への報告会が持たれている。この施設は、（リデュース）ごみを減らすことの大切さ、（リュース）繰り返し使うことがよいことである、（リサイクル）ごみは資源になり再利用できるという事で地球の未来を救う３つのキーワードを設定し、脱温暖化、循環型社会を構築するために何をすべきかを市民の皆様に学んでいただく事を大きなテーマとしている。未来の地球を担う子どもたちには、実際に施設を見ながら環境の大切さを楽しく学べる工夫をしている。
ひととおりの説明を聞いた後、職員に誘導され施設内を見学。

質問
・施設の経費はどの位かかっているのか。
回答

・経費は1年間に7億ぐらいで、運営費に4億、整備費に3億位です。

　収入はリサイクルで1億、売電で3.9億位ですが、今年は売電が3億位になりそうです。
質問
・職員はどの位か。

回答

・焼却施設の職員は57名で、夜間は5から6名で対応している。

　リサイクル部門は、民間に委託している。

視察を終えての委員の感想

・施設全体が明るく、今まで持っていたごみ焼却場のイメージを一新する施設だった。

・私たちが生活するうえで欠かせないごみ焼却場は技術の進捗等により心配されている大気汚染等もクリアしているが、建設地の人々の不安を少しでも少なくするため、私たち一人ひとりがごみの減量、分別をしっかりする必要があると思った。
・市民一人ひとりが環境について学ぶ必要があると思った。

・見学コースは、とても分かりやすく、匂いもしなかった。

・鳥取市とは、人口規模も違うので、ごみの量にびっくりしたのと、分別をするにもコストがかかりそうだ。

・ペットボトルと空き缶が分別していなかったが、鳥取市の方が細かく分類しているのには感心した。

・家庭でもごみを少なくしていきたいと思った。

・新しい技術の処理施設を見学する機会を得たことに感謝している。

・私自身とても勉強になったが、もっと早くこの施設を見学出来たらよかった。

・ごみ処理というと、リサイクル位しか知らなかったが、リデュース、リュースも大切なことだと分かった。

・最初の進入路には驚いたが、敷地の狭さ対策の苦肉の策だと知り、また、一方通行の方式といい、よく考えられていると感心した。

・施設は、国内有数のものであろうし、基準値を下回る数値を出してはいるが、それでも放出はされているという現実を忘れてはいけないと思う。

・それらの数値を左右しているのは、ごみを出す住民一人ひとりの意識と自覚だと改めて認識させられた。３Ｒが市民への啓発が大きな課題になると思う。

・以前は大量のごみを焼却する方法としては、三井がドイツから輸入した燃焼ストーカー方式を知っているが、当時と違い問題になっていた燃焼温度、その他の煤塵処理など技術の進歩に驚かされている。このように革新的に進んだ技術による焼却であれば、国英地区に建設される可燃物処理施設は、安心できると思われる。
－2－

